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～令和6年2月19日の結果報告～

国土交通省 北海道開発局

令和6年2月20日

中継輸送・共同輸送を考えるシンポジウム

北海道開発局ホームページへはこちらから。

北海道の物流と地域の将来を考える２日間
あ す



北海道の価値 （第９期北海道総合開発計画の検討の視点）

国の現下の課題
・ロシアのウクライナ侵略による食料・エネルギー危機
・新型コロナ感染拡大によるインバウンド観光需要の消失
・2050年カーボンニュートラルに向けた国の政策展開

北海道の圧倒的な資源・特性

１．食料安全保障を支える農林水産業・食関連産業の持続的な発展 
２．観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり 
３．地球温暖化対策を先導するゼロカーボン北海道の実現
４．地域の強みを活かした成長産業の形成 
５．自然共生社会・循環型社会の形成
６．北方領土隣接地域及び国境周辺地域の振興
７．アイヌ文化の振興等

目標１．我が国の豊かな暮らしを支える北海道 ～食料安全保障、観光立国、ゼロカーボン北海道～

「他で代替できない北海道の価値」を最大化することで、現下の国の課題解決を先導

対「食料安全保障」
食料生産＝全国の約25%（カロリーベース）、農業産出額＝全国の約15％
漁業産出額＝全国の約17％、海面漁業･養殖生産量＝約24％

対「観光立国の再興」
都道府県魅力度ランキング=15年連続全国一、来道外国人旅行者数 164万人増（感染症拡大前の直近５年）

対「再生可能エネルギーシフト」「エネルギー安全保障」
洋上風力（全国の約29％）、陸上風力（〃約51％）、太陽光（〃約25％）、森林吸収（森林面積22%）、
ブルーカーボン（海岸線13%）、その他全国１位（ﾊﾞｲｵﾏｽ、中小水力）
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農業産出額 漁業産出額 観光資源 森林蓄積量 再生可能エネ賦存量

北海道の価値 （第９期北海道総合開発計画の検討の視点②）

１．デジタルの活用による生産空間の維持・発展
２．多様で豊かな地域社会の形成 
３．北海道型地域構造を支え、世界を見据えた人流・物流ネットワークの形成 
４．生産空間を守り安全・安心に住み続けられる強靱な国土づくり

目標２．北海道の価値を生み出す北海道型地域構造 ～生産空間の維持・発展と強靱な国土づくり～

「二重の疎」
+

北海道の価値を生み出す「生産空間」の定住環境を、構造的課題も踏まえて維持

積雪寒冷の厳しい気候、海溝型地震の切迫
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北海道の価値を生み出す「生産空間」の分布

北海道の生産空間の構造的な課題



共同輸送・中継輸送実装研究会の経緯 道北の物流課題解決に向けた検討と取組

道北地域の恒常的な物流課題

地理的
条件

⚫ 都市部からの時間距離が
遠い

⚫ 主要貨物(農畜水産物)の
貨物量の季節変動が大き
い

⚫ 片荷等の非効
率な輸送形態

⚫ 高コストの物
流

社会的
条件

⚫ 宅配輸送への偏重
⚫ 地方部の人口減少の加速

⚫ 宅配事業の収
益環境悪化

物流課題

道北物流業の衰退・
宅配サービスの縮小
が懸念される事態

地域の物流機能を維持するために

「道の駅」が使えるのでは？

地域からのアイディア

⚫ 主要幹線道路に
面している

⚫ 人や地元産品が
集まる

⇒貨物の集積拠点
 に適しているのでは

⚫ 「誰が」「どうやって」運ぶのか
⚫ 「道の駅」を物流目的で使用可能か
⚫ 複数の温度帯をどう運ぶのか

道の駅利用の課題

令和2年

令和3年

令和4年

令和５年3月

7月

10月

12月

共同輸送実証実験
⚫ トラック運行状況、積載物の状況、積載率からト
ラックの空きスペースを利用した混載輸送の可能
性を確認し、 『道の駅トラック時刻表』を作成

⚫ 時刻表を活用し、道の駅「もち米の里なよろ」を
物流拠点として、名寄以北の共同配送を試行

道の駅の「物流拠点」としての利用可能性を検討

道北圏域ロジスティックス
総合研究協議会 設立

小ロット貨物の効率化や中継輸送の実証・可能性検討、道北物流調査

中継輸送実証実験
⚫ 地元民間企業を中心とした検討体制も構築

「共同輸送・中継輸送実装研究会」 設立

産学官の取組(民間事業者の参画）

⚫ 持続可能なシステムとするために、より多くの民間事業者の参画を求めながら、
物流事業者間のマッチングの仕組みづくりの検討・実証を行う

「ロジスク」 誕生

⚫ 物流課題や、共同輸送・中継輸送したい品
目・ルート等について、物流事業者同士が少
人数のワークショップで話し合える場を提供

⚫ 「道の駅」において、様々な中継方式
（ヘッド交換・ドライバー交換等）/輸送
経路で中継輸送の実証実験を実施。

道北ロジスク in旭川

道央ロジスク in札幌
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⚫2024年問題、トラックドライバーの不足

「ロジスク」（ロジスティクス＋スクラム）
ワークショップによる「北海道流」物流マッチングモデル

実験・検討から実装へ

名寄周辺モデル地域
物流ワーキングチーム

⚫ 高規格ネットワークのフル整備を想定して算出
【高規格幹線道路】
⚫ ４車線区間⇒100km/h

⚫ ２車線区間⇒80km/h

【地域高規格道路】
⚫ 別線⇒80km/h

⚫ 現活⇒60klm/h

を基本として速度設定。

※NEXCOの優先整備区間である以下の区間は４車線
・道央道 八雲－国縫、伊達ー登別室蘭、和寒－士別剣淵
・道東道 千歳恵庭－十勝清水

高規格道路（開通済）
高規格道路（事業中）
高規格道路（調査中）

一般道利用
高規格道路利用（現状）
高規格道路利用（フル）

道路網

4.5時間圏域外

ドライバー1人で輸送できるのが、

片道4.5時間圏域になると想定

札幌圏からの4.5時間輸送圏域図

トレーラのヘッド交換



中継輸送・共同輸送の実現に向けて

共同輸送・中継輸送の仕組みと解決すべき課題

発
着
地

発
着
地

中
継
拠
点

物流事業者A 物流事業者B

課題② 「マッチング」の問題

課題③
「商・物」の

連携問題

課題① 「場所」の問題

課題① 「場所」の問題
の解決に向けて

中継輸送のあり方について
道の駅等を活用した実証実験を実施

⚫ 「道の駅」等において、様々な中継方式
（ヘッド交換・ドライバー交換等）/輸
送経路で中継輸送の実証実験を実施
し、効果を確認

課題② 「マッチング」の問題

「共同輸送・中継輸送実装研究会」 設立

⚫ 持続可能なシステムとするために、より多くの民間事業
者の参画を求めながら、マッチングの仕組みづくりを行う
ため、検討・実証を行う

の解決に向けて

「ロジスク」 誕生

⚫ 物流課題や、共同輸送・中継輸送したい品
目・ルート等について、物流事業者同士が少人
数のワークショップで話し合える場を提供

課題③ 「商・物」の連携問題
の解決に向けて

⚫ 「北海道フィジカルインターネット懇談会」（経済
産業省）や「北海道物流研究会」（北海道イ
オン等の民間事業者）と連携を図っていく。

フィジカルインター
ネットの実現に向け
北海道を舞台に
各種調査を実施

小売各社が抱える物流
面での共通課題を、
競合の壁を超えて検討
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⚫ トラック運行状況、積載物
の状況、 積載率からトラッ
クの空きスペースを 利用し
た混載輸送の可能性を確
認し、 『道の駅トラック時
刻表』を作成

「道の駅」等を活用した小ロット貨物の効率化（共同輸送）

ドライバー交換



A.道の駅的な賑わい施
設（物販、飲食）

道の駅のような物
販機能を導入、名寄
美深道路利用者にも
利用しやすい直売所。

出典：名寄商工会議所 撮影

G.駐車場（トラック等、大型駐車場）

一般車用に加えて
トラック等の大型
車用の駐車場も十
分確保。

出典：道の駅 はなぞの
（埼玉県深谷市）

E.広場施設（芝生広場と野外給食施設）

出典：道の駅 あらい HP（新潟県妙高市）

キャンピングカーなどの給食
ヤード等として、デイクッキン
グ広場として持ち込みや直売所
の料理場を設置、災害時にも利
用可能。

昭和通り520ｍ

120ｍ

B.温浴施設

温浴施設と仮眠休憩
ができる施設。トラッ
クドライバーのみなら
ず、地元や長距離一般
ドライバーにも心強い。

出典：道の駅 阿寒丹頂の里 HP
（北海道釧路市）

地域にもトラックドライバーにも頼もしい 新しい名寄のインターチェンジ拠点
（道の駅のような賑わいの場＋温浴できる憩いの場＋産業振興の挑戦の場＋トラックターミナル）

拠点整備
テーマ

拠点整備のイメージ図

D.トラックターミナル機能

トラクター方式や詰
め替え方式に対応して
中継拠点スペース、ダ
ブル連結トラックの駐
車スペースを確保した
ターミナル機能を設置。

出典：国土交通省

F.防災基地施設

地域防災、広域防災拠点として倉庫、道の駅も
防災施設として活用。有事の際は拠点内のスペー
スを活用。

《防災倉庫》
《自衛隊活動拠点》

出典：国土交通省「道の駅」の防災機能強化について 資料

•自衛隊、警察、テック
フォース等の救援活動
の拠点

• 緊急物資等の基地機能
• 復旧、復興活動の拠点等

C.加工業・運送業の施設（道北の水産物の加
工施設、 道北のふるさと納税の集約ステー
ション）

道北内で不足傾向に
あるホタテ加工工場を
就業人口の多い名寄市
に建設するなど、加工
業施設を配置。

 インターチェンジの
交通結節性を活かし、
道北地域のふるさと納
税の返納品の梱包や保
管などを一括で集約ス
テーションを配置。

出典：猿払村漁業協同組合

名寄市様資料



「ロジスク」ワークショップの開催状況

【 第1回 道北ロジスク 】 【 第1回 道央ロジスク 】

令和5年10月6日(金) 10:00～12:00

旭川市内

道北方面の物流に課題を抱える

物流事業者や荷主企業

（25の企業・団体等から55名)

2つのテーマでワークショップ

出席者

日時

場所

内容

(１) 道北地域の物流維持に向けた

 事業者間のマッチング

(２) 中継拠点に求められる

 機能等の検討

令和5年12月4日(月) 14:00～17:00

札幌市内

道央方面等の物流に課題を抱える

物流事業者や荷主企業

（27の企業・団体等から62名)

2つのワークショップ

出席者

日時

場所

(１) マッチング先を見つける

 テーブル

(２) 特定の相手との商談を進める

 テーブル

内容

北海道開発局開発調整課資料



55%

45%

14%

3%

3%

21%

0% 20% 40% 60%

国の機関

北海道

業界団体

民間団体

その他（官民協働）

無回答

【 よりよいマッチングのあり方について 】

取組みの継続の必要性は？ 主催者にふさわしいのは？

「ロジスク」ワークショップの実施結果

（事後アンケート調査結果）

回答者の９割が
継続的な取組が必要

継続的に

必要

58%
一定の効

果があるま

で必要

19%

民間に任

せればよい

4%

無回答

19%



76%

28%

10%

7%

3%

10%

0% 20% 40% 60% 80%

「ロジスク」のような対面形式

マッチングアプリと対面の融合

ＷＥＢによる対面形式

民間企業等が提供するマッチング

サービス※

その他（片荷同士のマッチング）

無回答

※物流事業者同士のマッチング支援をPC上で行うサービス

対象エリアは？ マッチングの方法は？

41%

66%

72%

48%

10%

10%

0% 20% 40% 60% 80%

道央

道北

道東

道南

その他（全道）

無回答

「ロジスク」ワークショップの実施結果

（事後アンケート調査結果）

【 よりよいマッチングのあり方について 】



「ロジスク」ワークショップ後の状況

（個別ヒアリング調査結果 等）

① B社 「片荷輸送の解消」 × 幸楽輸送㈱ 「事業拡大」

【 B社 】 【 幸楽輸送㈱ 】

・新聞配達後のトラックが空車に ・｢やさいバス｣の配送エリア拡大を模索中

・新聞配達の帰り荷として、
｢やさいバス｣の荷物を輸送できる可能性

・自社の配送ルート外のエリアを協力
してもらえる可能性

■やさいバスとは

売り手（生産者）が、指定された
バス停に農産物を持ち込み、
買い手（小売業者･飲食店など）が
待つバス停まで届ける仕組み

｢ロジスク｣をきっかけに、
｢やさいバス｣ の配送におけるマッチングを検討中

購買者

注文

生産者

出荷

「やさいバス」

配送

購買者

受取



ヤマト運輸様資料

リレイプレイス 北海道
Relay（リレイ）…中継
Place（プレイス）…場所リリースに向けて
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◎ 2023年の実証実験では、名寄北ICに保管用シャーシをあらかじめ物流拠点と想定し設置、
 枝幸発のトラックと地元の農家が保管用シャーシに荷物を積み込み、札幌まで共同輸送。
今までの実証実験より一層実運用に近づいた取り組みだった。
 2024年問題を目前にして、中継輸送の重要性への認知が広がり、中継ポイントの構築が
 進んでいる。

＜参考＞ 
 ・2023年9月には、センコーグループホールディングス（株）が新東名高速道路 浜松SAに
トラック中継輸送専用の大型施設（駐車可能数50台、一時保管設備、休憩施設、シャワ
－室、仮眠室を完備、中継輸送専用施設では初となる３温度帯の大型倉庫も建設予定）

 ・2023年7月には、東日本エア・ウォーター物流が盛岡に３温度帯対応の中継を目的とした
倉庫を開設

北海道でも早急な中継輸送の実運用化が求められる

◎ 実証実験から実運用の実現に向けて
 ＜リレイプレイス北海道＞
 中継輸送専用施設（一時保管、積み替え、休憩室完備の物流
 施設） 完成に向け、北海道開発局・ヤマト運輸などの施設など
 を中継ポイントとした運用
 

    官民合同の実運用を目指してプロジェクトを始動

休憩駐車場

休憩駐車場

リレイプレイス北海道 イメージ図

積み替え・一時保管

シャーシ交換場所

2.北海道開発局との中継輸送実証実験
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北海道からの農水産物はどのように運ばれているか？
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釧路港

苫小牧港

小樽港

本州へ

本州へ

東京都

本州へ

本州へ

北海道局資料



今後の予定

13
北海道からの食料供給の輸送実態を蓄積

データプラットフォームの構築

現実世界

データプラット
フォーム

既存統計
データ

事業者提供
データ

Big

Data

ビッグ
データ

独自調査
データ

水産品
データ

物流施設データ

港湾貨物
データ
AIS

企業間取引

農産品データ

畜産品
データ

トラック輸送実績
ＥＴＣ２．０・電子タコグラフ

航空
データ



今後の予定

14
北海道の食料供給力強化に向けた輸送の全体最適化方策を検討

デジタルツインの構築

デジタルツイン
（現況）

鉄道で本州へ
船舶で本州へ

道路NWデータ

船舶NWデータ鉄道NWデータ 航空NWデータ

各ソーンから発生する貨物をトラッ
クに換算して道路ネットワークに渡
す

ターミナルリンク
• 交通手段間の積替を表現
• ターミナルでの荷物の積み
込み時間や待ち時間

飛行機で本州へ

各ソーンから発生する荷物量を設定

トラックでの輸送経路
をシミュレーション

ターミナルリンク

貨物ターミナルや端
末駅にノードを配置
し接続をリンク表現

道路端点、交差部分にノードを配置し
ノードの接続をリンクで表現

ゾーンデータ

貨物ODデータ物流シミュレーションモデル

デジタルツイン
（評価・分析）

ユース
ケース

❶ネットワークの隘路・災害時の途絶影響
➋輸送を支えるネットワークの整備
➌物流拠点の整備

ユースケース毎に、現況の他、将来トレンド、施
設整備計画等を組み合わせたシナリオを設定
し、シミュレーションを通じて評価・分析


